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Quick×ワンプライス成約車輌　7月度ランキング

1位 
ヴォクシー 

平均 H26年   1,690,000円  

2位 
セレナ 

平均 H27年   1,341,000円  

3位 
ヴェルファイア 

平均 H27年   2,562,000円  

4位 
ノア 

平均 H24年   1,111,000円  

5位 
デリカＤ：５ 

平均 H26年   2,043,000円  

1位 
タント 

平均 H27年   765,000円  

2位 
Ｎ－ＢＯＸ 

平均 H29年   1,113,000円  

3位 
ムーヴ 

平均 H26年   575,000円  

4位 
ワゴンＲ 

平均 H25年   477,000円  

5位 
ハスラー 

平均 H29年   1,042,000円  

1位 
ＭＩＮＩ 

平均 H27年   2,184,000円  

2位 
３シリーズ 

平均 H24年   1,457,000円  

3位 
Ｃクラス 

平均 H29年   2,581,000円  

4位 
Ｘ３ 

平均 H28年   3,504,000円  

5位 
５シリーズ 

平均 H28年   2,377,000円  

1位 
プリウス 

平均 H26年   1,338,000円  

2位 
アクア 

平均 H27年   852,000円  

3位 
ノート 

平均 H29年   1,057,000円  

4位 
フィット 

平均 H27年   853,000円  

5位 
スイフト 

平均 H27年   712,000円  

1位 
ハリアー 

平均 H27年   2,462,000円  

2位 
エクストレイル 

平均 H26年   1,361,000円  

3位 
ランドクルーザープラド 

平均 H29年   3,781,000円  

4位 
ＣＸ－５ 

平均 H28年   1,597,000円  

5位 
ヴェゼル 

平均 H29年   1,873,000円  

1位 
ハイエースバン 

平均 H26年   1,346,000円  

2位 
レジアスエースバン 

平均 H25年   1,374,000円  

3位 
ＮＶ３５０キャラバンバン 

平均 H28年   1,740,000円  

4位 
キャンター 

平均 H25年   1,897,000円  

5位 
ＮＶ２００バネットバン 

平均 H27年   853,000円  

バン・トラック
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中古車輸出情報
中古車輸出統計データ - グーネット自動車流通より  

中古車輸出　ロシアが３カ月振りに首位 

前年同月比２２．４％増 

 

　日本中古車輸出業協同組合がまとめた6月の
中古車輸出台数は、前年同月比1.1%増の10万
9943台だった。仕向け国別では、ロシアが2カ月
振りに首位となった。同国は、24.4%増の1万8266
台。2位のアラブ首長国連邦は、同6.5%増の1万
11395台で続いた。3位はニュージーランドで、輸
出台数は同18.2%減だった。  
 
　上位20カ国で伸び率が高かった国は、オースト
ラリア（2.8倍／688→1639）、英国（2.0倍／1127
台→2256台）で、大洋州、ヨーロッパ勢などで輸
出台数を伸ばした。前月比較では、0.5%減だっ
た。 

2022年7月

Quick×ワンプライス　輸出向け成約車輌ランキング

1位
　ランドクルーザープラド

平均年式　H26年 平均金額　3,150,000円

2位
　ヴェルファイア

平均年式　H27年 平均金額　3,312,000円

3位
　エクストレイル

平均年式　H26年 平均金額　1,168,000円

4位
　Ｃクラス

平均年式　H28年 平均金額　1,888,000円

5位
　アウトランダーＰＨＥＶ

平均年式　H28年 平均金額　2,320,000円
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Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年7月

148,7万円

今年7月

171,8万円 平均単価

前年7月

62,3万円

今年7月

76,7万円

Quickワンプライス平均単価が171,8万円にUP!! 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2022年 7月 新車販売ランキング

乗用車  軽自動車 

順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比  順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比 

１  ヤリス  トヨタ  18,679  80.5  １  Ｎ－ＢＯＸ  ホンダ  17,105  100.7 

２  カローラ  トヨタ  13,054  141.2  ２  ムーヴ  ダイハツ  8,673  96.6 

３  ノート  日産  8,371  125.7  ３  スペーシア  スズキ  8,485  77.3 

４  ルーミー  トヨタ  8,133  54.9  ４  ワゴンＲ  スズキ  6,767  239.6 

５  フィット  ホンダ  6,462  121.9  ５  タント  ダイハツ  6,485  82.1 

６  セレナ  日産  6,359  119.3  ６  ルークス  日産  6,197  160.2 

７  ライズ  トヨタ  6,117  81.2  ７  タフト  ダイハツ  5,576  100.4 

８  ステップワゴン  ホンダ  5,708  228.9  ８  ハスラー  スズキ  5,361  95.1 

９  フリード  ホンダ  5,462  91  ９  アルト  スズキ  5,106  119.7 

１０  アクア  トヨタ  5,168  65.4  １０  デイズ  日産  3,834  123.9 

１１  ノア  トヨタ  5,010  114.7  １１  Ｎ－ＷＧＮ  ホンダ  3,732  100.7 

１２  ヴェゼル  ホンダ  4,497  59.4  １２  ジムニー  スズキ  3,323  204.7 

１３  ヴォクシー  トヨタ  4,034  63.3  １３  サクラ  日産  3,319  0.0 

１４  ランドクルーザーＷ  トヨタ  3,296  125.2  １４  ミラ  ダイハツ  2,741  46.2 

１５  ソリオ  スズキ  3,264  87.2  １５  ピクシス  トヨタ  2,505  142.2 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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より  グーネット自動車流通より 

５店舗目の中古車販売店を広島に新規オープン 
中国エリアへ初進出、独自保証で安心を提供 

　タウは８月７日、損害車を修復して販売する中古車小売店舗、カーテンダー広島を広島市佐伯
区にオープンした。 
　同日はオープンを祝して、マツダＡＺ-１など １０台を展示し、大特価で販売する大商談会、コード
レス掃除機やドライブレコーダーなど豪華景品が当たる賞品抽選会などのイベントを開催した。 
　タウは２０１９年９月より「ＣＡＲＴＥＮＤＥＲ」のブランドを立ち上げ、鈑金工場や小売店舗の設置・
運営を開始し、修復販売事業を展開している。 
　カーテンダー広島は千葉、静岡、大阪、九州に続いて５店舗目となり、「車（ＣＡＲ）を大切に
（ＴＥＮＤＥＲ）」というコンセプトのもと、限りある自動車資源の有効活用を目指し、一般ユーザーへ
「安心」「安全」「安価」なサービスを提供している。 
　カーテンダーの強みは「修復情報開示による透明性の高さ」と独自の保証サービス「カーテン
ダー保証」にある。 
　「修復情報開示による透明性の高さ」は、修復歴に加えて修復前後の画像や修復箇所を可視化
した３Ｄデータにより、修理部位や修理程度を明示し、情報の透明性を高めることで、ユーザーが
案心して購入できるよう努めている。 
　独自保証サービス「カーテンダー保証」は、自社および提携修理工場で修理し販売する中古車
すべてに対する保証サービスとして提供を開始した。 
　カーテンダーの各店舗は、修復歴の有無にかかわらず、水没車であっても無償で利用でき、
ユーザーに安心を提供している。 
　タウは「損害車事業のリーディングカンパニーとして、修復車や水没車などの中古車における日
本国内の負のイメージを払拭することが私たちの使命である」としている。 

　日本自動車整備振興会連合会（日整連）・日本自動車整備商工組合連合会（整
商連）は８月４日、都内のホテルで「日整連・整商連自動車整備記者懇談会」を開
催した。 
　記者会見で竹林武一会長は「車社会の安全の確保と地球環境保全が我々の使
命である。大きな社会的な役割を負っている業界であり、自動車ユーザーの車両
を維持し管理するカードクターとしての役目を果たしている。整備業界は時代の変
化に対応しながら更なる成長をしていかなけらばならない。今年度については、特
に新技術への対応、安定した整備事業に向けた対応、人材不足への対応を中心
に取り組んでいく」と抱負を述べた。  
　続いて事務局より「業界の現況と取組」、「人材確保の取組」、「継続検査ＯＳＳ利
用状況」、「FINES加入状況」や「BCPの普及」等の取組状況について詳細な説明
があった。 
　同連合会では、今後も全国整備振興会の協力を得ながら、業界諸問題の解決と
整備技術の向上、新技術への対応、業界振興と活性化策を推進し、自動車の「安
心安全の確保」と「環境の保全」を図る。  

「日整連・整商連自動車整備記者懇談会」を開催 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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より  グーネット自動車流通より 

中古車のサブスクリプションサービスを開始 
東京からスタートし、高品質の一台をリーズナブル、フレキシブルに提供  

　株式会社ＫＩＮＴＯ（以下、ＫＩＮＴＯ）は７月２７日より、中古車のサブスクリプションサービスを東京
から開始した。 
　既存の新車のサブスクリプションサービスでユーザーが使用したクルマを活用し、今後、エリア
の拡大を図っていく。 
　今回のサービスでは、トヨタ正規販売店によるメンテナンスを施した高品質の中古車をラインアッ
プし、新車よりリーズナブルな月額使用料と中途解約にかかる解約金の支払いを不要にするフレ
キシブルなプランを通じて、ユーザーの多様なニーズに応えていく。 
　ＫＩＮＴＯは、新車のサブスクリプションサービスを１９年３月より開始。そこから３年が経過し、
ユーザーが使用したクルマがＫＩＮＴＯに順次返却される中で、ユーザーの多様なニーズにさらに
応えるとともに、こうした資産を最大限有効に活用するために、中古車のサブスクリプションサービ
スを始めた。 
　今回のサービスでは、新車のサブスクリプションサービスと同様、月額利用料の中に、自動車保
険や税金、メンテナンス代などの諸経費を含めたうえで、当該のクルマの年式や車型を踏まえて、
新車よりリーズナブルに利用できる料金に設定している。 
　対象車種はサービス開始時点で、ルーミー・ヤリス・ＲＡＩＺＥ等、約１０車種を用意。今後、新車の
サブスクリプションサービスで取扱っている車種を、順次ラインアップに追加していく。 

　日本鉄リサイクル工業会（東京都新宿区）は８月１日、国内の鉄スクラップマー
ケット情報を発表した。4月下旬をピークに値下げに転じた国内鉄スクラップ市況
は、その後一貫して下げ基調が継続し、7月末を迎えてもまだ底値は見えていな
い。月末のH2炉前価格は、関東が3万9500～4万500円、関西が4万1000～4万
2500円とともに前月末比約1万円安く、７月は価格の下げが加速した月となった。
輸出商談は難航しており、関東地区の湾岸FAS価格は7月末時点で3万6500～3万
8000円中心と4万円の大台を切る事態となっている。　  
　2月末のロシアのウクライナ侵攻に端を発し世界的に急騰した鉄スクラップ市況
は、侵攻後5か月を経過し、その値上げ分が剝げ落ちただけでなく一転して大幅下
落に見舞われている。ロシア産の安価な半製品がトルコ、中東、アジア地区に流
入したことも鉄スクラップ相場に下落圧力をもたらしているとされ、鉄スクラップ市
況は世界的に軟化傾向にあり、先安観は払しょくされていない。  
　8月は電炉の夏季炉休が集中することが予想され、日本国内は弱基調が続くと
見通され底値圏が見えてこない。  

７月鉄スクラップ市況情報 
一貫して下げ基調が継続  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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!! 


